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１．序論 

環境配慮に高い意識を持つ人が、実際に環境配慮行

動をするとは限らない。これは、数多くの環境教育に関する

研究で立証されている。それらの先行研究では、「意識と行

動の格差」に焦点を当て、格差の原因を探る研究や、行動

までの心理プロセスを導き出した研究が多い。下の図は土

井(2011)が、これまでの意識と行動の格差に関する研究を

まとめたものである。 

 
 

 

しかし、それらの先行研究から得られた結果や心理モデ

ルを、実際の教育現場にあてはめて分析する研究はまだ

ない。そこで、本研究では、先行研究から明らかになった結

果や心理プロセスをあてはめ、創価大学生とエチオピア学

生の「環境教育」と「環境配慮の意識と行動の格差」の実態

を分析する。そこから得られた結果をもとに、さらなる環境

配慮行動促すために必要な教育や施策を提案する。 

 

 

 

 

 

 

２．材料と方法 
 

分析では、創価大学生とエチオピア学生を対象に

Google のアンケート機能を使い、データを集計する。

回答は創価大学生 300件、エチオピア学生 50件を目標

とする。 

アンケート内容と心理プロセスについては、小池・

吉谷・白川(2003)が行った研究を参考に、知識、関心、

動機、行動意図のステップに分けた質問(図 1)と過去に

受けた環境教育を答えてもらう質問をする。 

図 1 

 

 

 

 

その後得られた回答を心理プロセスにあてはめ、創

価大学生、エチオピア学生の意識と行動の格差を明ら

かにする。(図 2) 

 

図 2 

 

 

最後に、最も低い結果になったパスに注目し、広瀬モ
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デルをあてはめた小池モデルで、分析を行う。(図 3) 

図 3 

 

 

 

 

３．結果と考察 
 

ここでは、特に重要な「創価大学、エチオピアで行わ

れている環境教育の実態」と「意識と行動の格差の実態」

が明らかになった結果を紹介する。 

 

創価大学生の結果 

 

結果１  

「創価大学生はいつ環境教育を受けたか？」 

 
創価大学生は、大学時に最も環境教育を受けているこ

とが分かった。また学位上がるにつれて環境教育を頻

繁に受けた学生が増えていることも見てとれる。 

 

 

ところが、知識的な教育はされているものの、具体的な

行動を知る機会は少ないことが分かった。榎本(1994)は

意識と行動の乖離について分析をし、「具体的な対象方

法に関する知識の普及の遅れが環境を配慮した行動の

普及を妨げている大きな要因である」と述べているが、

その通りの結果が得られた。 

 

 

 

 

結果２ 

「創価大学生の環境配慮に対する意識と行動の格差の

実態」 

 

図は SDGｓにおける知識と行動の格差 

 
環境問題や SDGｓに対する、知識と関心は高い割合

であったが、動機、行動意図におけるパスでは、低い割

合であることが明らかになった。これは環境問題や

SDGs の知識や関心を高める教育は盛んにされている

が、実際の行動につながるような、動機、行動意図に関

する教育に課題があるということである。 

 

※赤い×のあるパスは相関が弱いことを表している(先

行研究より)。つまり心理プロセスは知識→関心→ド嘔

気→行動意図→行動の流れになっている。 

 

考察 

結果からは、「動機から行動意図につながるパス」「行動意

図から行動につながるパス」この二つに課題があることが分

かった。その結果を廣瀬モデルで分析すると、①対処有効

性認知②費用便益の評価③実行可能性評価④社会規範

の評価に関する教育が必要であることが分かった。 

 

 

 

廣瀬モデルをあてはめた小池モデル 
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エチオピア学生の結果 

 
 

 

 
エチオピアでは、具体的な行動に関する教育を受けた

学生の割合がかなり高かった。 

心理プロセスでも、意識と行動の乖離はなく、知識がな

い割合が多くても、関心が強く、さらに行動をしている

学生の割合いが高いことが分かった。 

 

 

 

４．結論 

 

 

創価大学においては、環境問題の知識(環境リスクの認

知や責任帰属の認知)に関する教育が盛んにおこなわれて

いることが分かった。一方で具体的な行動を知る機会につ

いては依然として少ないことが分かった。 

 

エチオピア学生においては、意識と行動の乖離はあまり

なく、環境配慮行動をよくしていることが分かった。SDGsに

関して知識を有する割合が低かったため、知識面(環境リス

クの認知や責任帰属の認知)の教育が必要であることが分

かった。 

 

 

環境問題のため、実際に行動する学生が増加するため

に、これからの、創価大学で行われる環境教育は、知識面

だけではなく、具体的な行動を考えるような教育や取り組み

が必要である。エチオピア学生には、環境問題のリスクなど

の知識面でのさらなる教育が必要である。 
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